
中小企業地域資源
活用促進法に基づく

が応援するふるさと名物
岐阜県飛騨市

عঈছンॻ৲と活性৲にむけてع
飛騨とらふぐを活用した商品群



平成28ফ●月●日

岐阜県飛騨市

飛騨市は、ว໣਩のਈਨഈにਜ਼઼し、ਨは富山਩、વは高山市、ਧはஜ
川村に接しており、周囲は3３ڬڬڬ؜ｍを௭えるਨアルプスや飛騨山ဿ
などの山々に囲まれ、総面積７９２．５３平方キロメートルの約９３％を
஌௔がಚめています。ফ間をৢしては、平಑ਞആڭڭ২で஛ఛの୎り変わ
りを肌で感じることができ、とても自然に恵まれた地域です。

飛騨市の஌の約７સはଠ然௔で、一ಹ的にଠ然௔はশফ積み੎なったଅ
ယによる高い保水ਃ能が્ඉです。この豊富なଠ然௔によって飛騨市の豊
かできれいな水が育まれ、地域に多くの恵みをもたらします。市ড়生活ਰ
外にも、༲িඤฆ੔生のノーঋル物৶学ೖਭೖのきっかけとなったূ਎大
学宇宙科学研究施設にも活用されています。

このように、飛騨市は豊かな自然が産み出す豊富な水によって発展して
きた市であり、近ফではこの水を活用したとらふぐ養殖がষわれています。
今後、飛騨市で育ったとらふぐが地域を活性する起爆剤となるよう、地域
のྟৡとともに発ਦしていきます。

岐阜県

飛騨市

朝霧立つ都（飛騨市古川町）

飛騨市４町と水をモチーフにした
市章



◆「飛騨とらふぐ」
ع山の中で育つ海水ຂ、新たな地域資源ع

飛騨市は周囲を3,000ｍ超えの山々に囲まれた自然豊かな山間地です。その豊かな自然が産み
出す঑ॿছル豊富な地ৣ水は、昔から市ড়の生活用水としてਹ用されるなど欠かせないものです。
今は観光名所として水屋が存在するほどです。

平成17ফႃ、その঑ॿছル豊富な地ৣ水を活用し海水ຂ養殖をெดするহ業者によって、とら
ふぐの養殖が始まりました。淡水に近い環境でも育つとらふぐの養殖は、海水のおよそ30％ங২
にව分෯২を抑えるなど૥ষ჻ෙを੎ब、平成21ফにそのૼ୒をનয়。一ಹ的な海上養殖よりも
養殖期間を短縮し、かつ安定的な供給システムも同時に構築されたことで市内外に広く周知され
始めました。また、一ಹ的な養殖において૑ਏとされるຓજり作業等、ストレスをଖえないとさ
れる養殖ૼ୒もનয়されたことで、飛騨市を৻਀するॢルメとしての地ਜ਼を築き始めています。

ふるさと名物の内容

地域資源の
背景



ふるさと名物の内容

ふるさと名物 ◆飛騨とらふぐを用いた商品群
ඵମのてっさを始めとしたふぐમ৶の定୞ਰ外にも、市内飲

食店との共同による新たな創作メニューの開発や、消費者ニー
६にૢえるべく、アンॣートのৰ施と੝ଐをষいಌなる商品開
発を進めています。また、とらふぐというカテゴリーにとらわ
れない商品や、美容品等の食品意外にの分野にも幅広く展開し
ていきます。

◆市内飲食店との共同開発
飛騨地域には当然ながらふぐを食べるધ৲がなく、ふぐ৹৶の資

ત所有者もいなかったことから、地੪商ੵভを中ੱにৰষ੻৩ভੌ
௶をয়ठ上げ、৹৶資તの取੭、新メニューの૥作をৰ施し、飲食
店として「飛騨とらふぐ੊ৃ」をয়ठ上げるまでになりました。こ
の੊ৃでは市内飲食店のમ৶যが創作メニューを઀供し、お൩いに
જᰱማ༿しながらメニューのঈছッシュアップをষう取りੌみです。

◆今後の展開
新たなଅ産品の開発と୿ਲ਼、ঈছンॻৡのਘ৲とۇۅ体制の構

築を௕り、「飛騨とらふぐ」のੳ知২を਱上させ、飛騨市षのා
客促進につなげていきます。

ふぐのひれ酒

てっさ

とらふぐひれ餅



◆市有財産を活用した養殖施設
市の公有財産において、廃園となった保育園を平成25ফに養殖施設として૮೥೵ଖしています。

そのため、ふぐの養殖数も500匹から3,500匹まで増やすことが可能となり、安定供給のみならず、
施設の維持やコスト抑制の一助とすべく、関係部署が横断的に連携をとりながら、全面的な支援を
ষっています。

市の取り組み

独自の支援策

遊休資産を利活用し、養殖場に



市শऊैのওॵ७ش४

◆飛騨とらふぐを起爆剤に

飛騨市শ 井上 久則

市面積の93％が山௔でಚめられた自然豊かな
当市において、海の生き物であるとらふぐを
養殖するといった奇抜なアイデアは大変多く
の注目を集めています。これまでの多くの失
૷やౙௌを੎बて、ஆ自の養殖ૼ୒をનয়さ
れたことについては敬意を払うものです。

飛騨市のトップ७ールスをষ
う際に「飛騨とらふぐ」を宣伝
しますと、非常に興味を持って
いただけます。地域おこしの起
爆剤となる可能性が極めて高い
素材であると考えており、全面
的なバックアップ体制を構築し
てまいります。上海旅行会社でのトップセールスの様子



参 考

◆飛騨市の豊かな自然が育む地域資源
「飛騨えごま」で美味しく௏೨にع

えごまは、飛騨地方では「あぶらえ」と呼ばれ、昔からお祭りなどで
は欠かせない食材の一つで、大変親しまれています。
「あぶらえ」には、血液をさらさらにする効果があると言われている

α-リノレン酸がとても多く含まれており、現在注目されている食材です。
また、飛騨地方で栽培された「あぶらえ」にはルテオリンという体の中
のさびを取ると言われている成分が、他の産地より多く含まれているこ
とが判明しています。

飛騨えごまの「おはぎ」


